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本研究は E∞-環上に次数 (特に Nと Z)の概念を適切に定義し, 射影スペクトラルスキームを開
被覆により定式化し, Serreの定理を証明するものである。
次数付き E∞-環を定義するのに, 対称モノイダル圏 {0} ⊂ N ⊂ Zから得られる∞-オペラドと,

そこからの関手のなす無限圏にDay convolutionを入れた対称モノイダル無限圏を用いる。ここに
於いて次数 0への制限および一元局所化がE∞-環構造を落とさずに定式化出来ることを示した。か
くして射影スペクトラルスキームが Zariski開被覆を用いて, あるX の開被覆 {Ua}とある次数付
きE∞-環Aが存在し, 次数 1の元αa ∈ π0(A)に対して (Ua,OX) ≃ (Spec (A[α−1

a ]0),OSpec (A[α−1]0)

なるものと定式化される。
次に随伴関手

(̃−) : ModA(Z) ⇄ QCoh(Proj (A)) : Γ∗(Proj (A),−)

を構成した。この随伴を”有限生成”な部分に制限すると同値になるというのが Serreの定理の主張
である。ここで以下のように有限生成性を定義する。

• 次数N付き connective E∞-ring A上の加群M が almost finitely generated とは各 n ∈ Zに
ついて次数 Z付き π0(A)加群 πn(M)が有限生成で, n << 0に対し πn(M) = 0である時に
いう。ModafgA (Z)をModA(Z)の充満部分無限圏で almost finitely generated 次数 Z付きA

加群で生成されるものとする。

• almost finitely generatedな次数 Z付きA加群M が almost torsion とは次数 Z付き π0(A)

加群 πn(M)が各 n ∈ Zに対して上に有界であること。ModatorA (Z)をModafgA (Z)の充満部
分無限圏で almost torsion 次数 Z付きA加群で生成されているものとする。

M ∈ ModA(Z)に対し M̃ ≃ 0 の必要十分は πn(M)が n ∈ Zに対して上に有界であること, ま
たM を almost finitely generated 次数 Z付きA加群とすると M̃ ≃ 0の必要十分はM が almost

torsionであることを示した。さらに Γ∗(Proj (A),−)をQCoh(Proj (A))aperf に制限すると行き先
がModafgA (Z)に入ることを示し, 以下の主結果を得た。
Theorem 0.1. 関手 (̃−) : ModA(Z) → QCoh(X) は小安定対称モノイダル無限圏の同値を導く

ModafgA (Z)/ModatorA (Z) ≃−→ QCoh(X)aperf
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